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　本年７月より前任田上院長の後を受けて東邦大学医療セン
ター佐倉病院病院長に就任致しました。これまで管理担当副
院長として関係各位には大変お世話になりました。紙面を以て
感謝申し上げますとともにより一層の御支援、御協力をお願い
申し上げます。
　佐倉病院の果たすべき役割は、大学病院として医学教育・
研究はもとより、高度の医療を提供して、地域住民の方々に貢
献することであると理解しております。佐倉病院は創立 21 年
目を迎えて質・量ともに順調に向上してきておりますが、総合
力としてまだまだ充分ではない面が数多くあります。各診療科
の専門性は高いレベルで機能し始めておりますが、地域のニー
ズにお応えできる総合力アップのためには細分化された専門領
域の間の溝を埋める努力が必要であります。高度の専門性を
発揮することは当たり前ですが、各診療科、看護部、技師、
事務職などセクショナリズムを越えたチーム医療を具現化して、
質の高い医療を提供できるよう全職員一丸となって努力いたし
ます。皆様には佐倉病院が急性～亜急性期の病院であり、高
度の診療を提供する病院であることをご理解頂いたうえでご紹
介頂ければと考えております。まず取り組むべきは今、常に満
杯状態で非常に待ち時間が長くなっている外来の受診状況を
改善しなければなりません。昨年度より地域連携患者支援セ
ンターを窓口として紹介患者さんの初診外来予約を一部で開

始致しましたが、さらに多くの診療科で今年度導入致します。
また初診患者さんには極力紹介状の持参をお願いしたいと考え
ています。この点で地域医療機関の皆様には御不自由をお掛
けすることになると思いますが、ご協力くださいますようお願い
申し上げます。今年度佐倉市および地区医師会ならびに地域
住民の方々の期待に応えるべく救急外来ブースを拡張致しま
す。より多くの救急患者さんに対応できるよう整備して参ります。
また今年、千葉県のがん診療連携協力病院として（胃癌・大
腸癌・乳癌）で指定を受けましたが、さらに肝・肺・子宮癌
でも指定を受けるべく準備をしています。将来的にはがん診療
連携拠点病院としての機能を整備したいと考えています。
　佐倉病院 800 余名の全職員が何のために医療に携わってい
るのかを再認識した上で、質・量ともに最高の医療を提供する
のだという思いを幹に据えながら誇りを持ち、やりがいを感じ
ることのできる病院とすることを目指します。医療行政の厳しい
時代ではありますが、地域の病院、各医師会、行政および住民
の皆様と一層連携を深めることによって佐倉市を含めた印旛市
郡医療圏をさらにスムーズに運用でき、医療を提供する側と受
ける側の安心を確立する必要があります。佐倉病院は全病棟
を挙げて受入体制を敷き効率的運営を行って参りますが、印
旛市郡での総病床数は絶対的に不足しており、関係医療機関
各位の強力な御支援・御理解と御協力をお願い申し上げます。

病院長　　　　　
加 藤　良 二
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市民公開講座
■『高度肥満～家族や社会の理解とチーム医療
　で笑顔を取り戻そう～』

, 11

　2012年5月26日、『高度肥満～家族や社会の理解とチーム医療
で笑顔を取り戻そう～』をテーマに市民公開講座を開催致しました。
　高度肥満とは100kg を超えるような肥満のことです。働き盛りの
年齢で病に倒れ、命を奪われる恐ろしい「病気」です。本人は人知れ
ず減量を試みますが、高度肥満は自分の力では減量が難しい「病気」
という一面もあります。世間からは「努力が足りない」などと言われ、
一番大切な自尊心が傷ついています。現在、高度肥満を救う最も有
効な手段は、外科治療です。私達の病院では、この治療でたくさんの
笑顔を取り戻してきました。高度肥満の治療には外科医や内科医だ

けでなく、栄養士、看護師、精神科医、心理士など多彩な職種によ
るチーム医療が求められます。特に栄養管理は治療の柱ですが、必
要十分なたんぱく質・ビタミン・ミネラルを確保しつつ、長期間続け
られる減量食「フォーミュラ食1パック法」ついて紹介致しました。また、
外科治療は「食」を中心に人生の分岐点となります。前向きな人生を
獲得するためのメンタルサポートや家族・社会の役割も大変重要です。
　この治療に教科書はなく、私たちは肥満治療のリーダーとして道な
き道を歩んでいます。治療選択肢の多くが保険適応でないという問
題もあります。今回、「高
度肥満」のテーマで106
人もの方々にご参加いた
だき、私たちは大きな元
気を頂きました。一緒に
歩んで参りましょう。

市民公開講座

医療連携だより

『高度肥満～家族や社会の理解と
チーム医療で笑顔を取り戻そう～』

「紹介患者事前予約制」の導入のご案内

年）

■ 市民公開講座スケジュール ■　　　　　　　　　　　　〈2012年の市民公開講座　予定〉

7 ／ 28 ㈯　「歩行障害」と共に歩む”診断と治療”（神経内科・脳神経外科・整形外科・薬剤部・リハビリテーション部・看護部・メディカルソーシャルワーカー）

9／ 29 ㈯　「がん撲滅キャンペーン」（外科ほか）

10／ 27㈯　「漢方」（漢方外来ほか）

11／ 24 ㈯　「ものわすれ」（認知症）と共に歩む”診断と治療”（神経内科・神経放射線・メンタルヘルス・
  脳神経外科・薬剤部・リハビリテーション部・看護部・メディカルソーシャルワーカー）

12／ 22 ㈯　「冬に怖いウイルス感染」（感染対策室ほか）

入場無料
申込不要

200席

　このたび当院では、消化器内科、整形外科、形成外科、皮膚科、
産婦人科（周産期専門外来）、糖尿病内分泌代謝センター（高度肥
満症治療外来）の「紹介患者事前診療予約制」を導入することとい
たしました。既に導入済みの呼吸器内科、神経内科、循環器セン
ター、糖尿病内分泌代謝センター（内分泌性疾患外来）、泌尿器科
と併せましてご利用いただけますようご案内申し上げます。また、そ
の他の診療科につきましても、今後導入に向け準備をすすめてまい
りますので、ご理解ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
※なお、従前通り、一般外来につきましては事前予約の無い場合・
　紹介状をお持ちでない場合も、受診が可能です。
≪予約手順≫　①紹介元医療機関から予約のお電話をお願いします
・患者さんのカナ指名・生年月日・電話番号をお伺いします
・患者さんの受診希望日などございましたら可能な範囲で調整します
②当院より予約確認書（患者控・紹介元医療機関控）をFAXします
　※原則、予約の電話を頂戴してから20分以内
③患者さんに、当院からお送りした予約確認書（患者控）と、紹介状
　などの書類をお渡し下さい
≪受付時間≫ 平　日 8：30～ 16：30
 土曜日 8：30～ 13：00 （※休診日を除く）

≪連 絡 先≫ 医療連携室（事前予約専用）　TEL 043-462-8875

紹介患者事前予約可能な診療科
診療科
呼吸器内科

神経内科

循環器センター

一般外来
一般外来
ものわすれ外来
一般外来

月曜～金曜 8:30～ 9:00

月曜～金曜 9:00～ 10:00

月曜～金曜 9:00～ 10:00
月・水・土曜 10:00～ 11:00
月・水・木・金曜 8:30～ 9:00
中川Dr.  月曜 13:00～ 14:00
青木Dr.  木曜 14:00～ 15:00
中島Dr.  水曜 14:00～ 15:00 （第1・3のみ）
月・木・土曜 9:00～ 9:30
月曜～金曜 9:00～ 10:00

木曜 13:00～ 15:00

月曜 13:00～ 14:30 火曜～木曜 10:00～ 11:30
金曜 13:00～ 15:00

金曜 9:30～ 11:00

木曜 13:00～ 15:00 （第4以外）

詳　細一般・
専門外来

難治性高血圧・二次性高血圧・甲状腺疾患・副
腎疾患・性腺疾患・骨Ca代謝疾患・視床下部下垂体疾患などのホルモン異常が
疑われる患者　※糖尿病・脂質異常症などの糖尿病性疾患のご紹介については、
従来通り紹介状とともに平日11時までにご受診いただけるようご案内下さい。

火曜  14:00～ 17:00 出生前の胎児を可能な限り評価し、妊娠・分娩・
新生児管理を適切に行い、新生児予後の改善に寄与することを目的とします。
治療には周産期専門医・臨床遺伝専門医があたり、患者の不安を取り除き
周産期管理致します。ご紹介頂ける症例としましては、母体合併症、日常診
療で胎児形態異常（胎児奇形、染色体異常など）が疑われる場合、重症な胎
児発育不全など。また、遺伝性疾患が疑われる場合や、遺伝相談も可能です。

木曜  14:00～ 16:00 BMI135以上あるいは132以上で糖尿病な
どの合併症を有する高度肥満患者（とくに減量手術を希望されるような方）
※可能な限りキーパーソンとなるご家族の同伴をお願いいたします。

内分泌性
疾患外来
（ホルモン外来）

高度肥満症
治療外来

周産期
専門外来

糖尿病
内分泌
代謝センター

消化器内科
泌尿器科

整形外科

形成外科
皮膚科

産婦人科

一般外来
一般外来
一般外来

医師指定

一般外来
一般外来

　８月を除き毎月、身近な疾患や症状をテーマにした市民公開講座を企画しております。多くの方にご参加いただき、病気の予防や早期発見、
普段の生活に役立てていただければと考えております。いずれの講座も 14 時から当院東棟７階・講堂で開催いたします。詳細は、テーマご
とに院内掲示およびホームページなどでご案内いたします。お問い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、総務課にご連絡下さい。
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新任医師の紹介
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　平成 24 年 4 月より横浜市東部病
院から佐倉病院へ異動しました。5
年ぶりの佐倉病院勤務です。専門は
小児肝臓病、感染症です。主にウイ
ルス肝炎の病態解明、感染予防、慢
性肝炎治療を中心に診療・研究をし
てきました。具体的には B 型および
C 型肝炎、Wilson 病、自己免疫性
肝炎、硬化性胆管炎、乳児胆汁鬱
滞症などが診療対象となる疾患です。
研究では主にウイルス遺伝子解析、
ヒト遺伝子解析を行ってきました。

最近では耐性マイコプラズマ感染の
遺伝子の解析も実施しています。現
在、最も力を注いでいる研究は、世
界標準である B 型肝炎ワクチン定期
接種を日本で導入する根拠となる
データの収集です。自然豊かで歴史
のある佐倉市が大変気に入っており
ます。佐倉病院から世界へ発信でき
る仕事を目指してがんばります。

消化器内科

講 師
竹 内　 健

小児科

准教授
小 松  陽 樹

　平成 24 年 4 月 1 日付で東邦大
学医療センター佐倉病院消化器内科
に講師として赴任いたしました。
　専門は消化器病、内視鏡診断・
治療ですが、当科の鈴木康夫教授と
同じく炎症性腸疾患（IBD）につい
て長く診療に携わってまいりました。
最近は内視鏡の他に、CT や MRI を
用いた消化管診断を研究しておりま
す。昨今、医療機器の進歩は目覚ま
しく、内視鏡挿入が困難な “ 暗黒大
陸 ” 的な扱いを受けていた小腸でさ
え、カプセル内視鏡やバルーン内視
鏡の開発によりアプローチも比較的
容易になっております。炎症性腸疾
患、特に小腸病変の頻度の高いク
ローン病の診断にも導入されてきて
いますが、被験者に対する負担は無
視できないものがあり、より簡便かつ
容易な検査方法が望まれていました。
欧米では、これを受けて中性経口造

影剤を用いて CT スキャンを行う CT 
enterography や、MRI によるMR 
enterography が開発され臨床応
用されております。また、炭酸ガスを
腸 管 内 に 充 填 す る CT 
colonography は大腸がんスクリー
ニングを中心に用いられ、本邦でも
この 4 月に保険収載に至りました。
当院ではカプセル内視鏡、シングル・
ダブルバルーン内視鏡、拡大内視鏡、
64 列 CT に加え、3 テスラ MRI が
完備されており、消化管検査におい
て最先端の検査方法を行うことがで
きます。
　今後はこのような新しい医療への
チャレンジだけではなく、東邦大学の
基本理念のもと、質の高い医療を提
供し地域医療に貢献するとともに、
良き医療人の育成にも心血を注ぐ所
存です。よろしくお願い申し上げます。

鈴 木  康 夫　副院長／管理・診療担当
　田上前院長に引き続き加藤新院長の元、
新執行部の一員・副院長として佐倉病院
運営責任の一翼を担うことになりました内
科の鈴木です。私の責務は新たに佐倉病
院の臨床・管理全般を統括することにあり、
佐倉病院が地域住民から今まで以上に安
心と信頼の寄せられる病院であり続けるこ
と、大学病院として高度先進医療を提供

し続ける病院であることの実現・維持に向け邁進努力する所存で
あります。また、円滑な外来業務運営や救急外来整備など残され
た課題に対し、近隣医療機関の皆様方と十分な連携と協力を頂
き早期解決に努力いたしますのでよろしくお願い申し上げます。

岡 住  慎 一　副院長／教育担当
この度、新執行部教育担当を拝命しました。
日頃は医師卒前卒後教育におきまして、ご指
導、ご鞭撻賜り、厚く御礼申し上げます。こ
れからも当院の特色である救急部におけるプ
ライマリーケア研修、がん拠点病院体制整備
と併行したがん診療研修の更なる向上を図り、
また、先端的診療研修・メディアライブラリー
活用を通して、新たな時代を拓く「良き臨床
医」の育成を目指して研修体制を組んで行き

たいと考えております。本年度は救急センターの拡充も計画されており、
地域医療の一翼としての体制を強化していく中で研修医教育を進めて
いく所存であります。何卒今後とも、ご協力のほど御願い申し上げます。

黒 木  宣 夫　副院長／健康・衛生担当
　近年、医療機関に対する国民の目は
ますます厳しくなり、必然的に病院は安
全管理と同時に健康管理対策に取り組
まざるを得ない時代となりました。精神
障害で労災認定された人も昨年度は最
多（325 件）を更新し、医療福祉関係
者の労災認定件数は第三位を占めてお
り、当院も病院としてメンタルヘルスケ

アに取り組むと同時に健康管理体制の確立を目指します。衛
生委員会等の健康管理を担当しております。何卒よろしくお願
い申し上げます。

寺 口  惠 子　副院長／看護担当
　７月１日より加藤良二病院長の元、新
執行部での病院経営がスタートしました。
病院職員の中で最も人数の多い看護職
員は何をするにも最前線で活動しており、
その活動を支え、労働環境を整え、質の
高い看護を維持・向上させる役割を担っ
ているのが看護部長であると思います。
看護担当副院長として、医療の質を高め、

地域から信頼される病院を目指して、全教職員が一致団結して
病院理念・目標達成できるよう、微力ながら努力いたしますので、
皆様の御協力と御支援をお願いいたします。

龍 野  一 郎　院長補佐／医療安全管理担当
　大学病院に求められる先端・高度統合
医療の実践には　無意味な災禍（医療事
故）から患者さん及びそのご家族を守る
ことが大前提であります。佐倉病院では「人
間はエラーをおかす」という前提に基づき、
エラーを誘発しない環境や起こったエラー
を糧にして事故を未然に防ぐ全国に誇る
安全管理システムを構築してまいりまし

た。今後とも地域に信頼される大学病院として一層の安全管理
に努めてまいりますので　ご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

長 尾  建 樹　院長補佐／診療担当
　今回新しく執行部に加わりました脳神
経外科の長尾建樹です。多様化する医
療に対応できる柔軟な発想と広い視野
を持って、地域の先生方とともに常に良
質な医療を提供し、患者さんから高い
信頼が得られる地域完結型医療の推進
に微力ではありますが努力してまいりま
す。引き続きご指導ご支援をよろしくお
願いたします。

蛭 田  啓 之　院長補佐／教育・広報担当
　教育および院内外の広報を引き続き担
当させて頂きます。診療は病理診断・臨床
検査に携わっています。地域の皆様に広報
誌、ホームページや市民公開講座を通して
佐倉病院の理解を深めて頂くとともに、近隣
の医療機関とともに地域医療の発展に多
少とも貢献したいと考えております。そのた
めにも医師はもとより、教職員全員の教育、

質の向上が必要ですし、地域での教育のお手伝いが少しでも出来
ればと思っております。ご指導の程、よろしくお願い申し上げます。

鈴 木  啓 悦　院長補佐／医療連携担当
　引き続き、院長補佐、医療連携・患
者支援センター長を務めさせていただき
ます。
　おかげさまで、返信率 97%、紹介率
約 50%、逆紹介率約 30% となってお
ります。今後ますます、地域の先生方や
医療・介護施設との連携を深め，循環
型の＜地域包括ケア＞の促進に邁進し
たいと存じます。どうぞよろしくお願いし
ます。

真 坂  　 亙　薬剤部長
　大学病院の薬剤部として、業務、研究、
教育を基本に進めて参りますが、特に
診療面におきましては安全で質の高い
医療の提供に繋がる薬の適正使用およ
びチーム医療に貢献できる薬剤部をつ
くっていきたいと考えております。また、
地域の薬剤師会等との連携もこれまで
以上に深め、薬薬連携、地域連携にも

取り組み、誠心努力する所存でありますので、今後ともご支
援宜しくお願い申し上げます。

藤 丸  博 司　事務部長
　佐倉病院の事務部長として 3 代目の
執行部の下で仕事をする事となり、時
間の流れを感じるとともに責任の重さに
あらためて身の引き締まる思いです。事
務部門は組織としてまだまだ力不足の面
もある一方でやるべきことが山積みです
が、事務の原点に戻り与えられた環境
の中でベストの成果が出せるよう全力を
つくしたいと思います。

新執行部挨拶


